
田んぼの生物多様性と生きもの調査 
田んぼの生物多様性向上１０年プロジェクトキックオフ集会 
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「田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト・キックオフ集会 講演資料 

（2013.02.09、小山市立生涯学習センター）」 



本当の富を考え、正しく行動する 

• ９０年代に、経済学の枠組み拡張が進む。 
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Rio+20 サイドイベント：自然資本宣言 







→里山全体の調査 

→水生生物の調査方法
の試行 

 

 

→水質・土壌調査 

→コドラート調査 

→土掘り君による調査 

→魚道調査 

→畦・田面の植物調査 

→雑草調査 

→地形・地勢調査 

→営農のための生き物調査 

 

 

① 簡易な市民調査で個
体数も推定できる調
査 

② 生物多様性を向上さ
せる活動評価 

③ 営農のための生き物
調査 

継続調査 
 

 

調査方法の試行 

シンプルでも個体数が 

推定できる調査へ 
調査方法の細分化 

田んぼの生きもの調査の歴史と今後の方向 

→いきもの語り 

→画や書に表現 

 

生態系の中で
生きる 

１９９２年ー 

２００２年ー 

２０１２年ー 



水があるから命がある 



中国雲南省、ハニ族の棚田は広大なふゆみずたんぼになっている（2005年1月18日撮影） 



収穫期を迎えたヒマラヤの田んぼ 
アンナプルナと３０００ｍを超える場所での 

『ふゆみずたんぼ』 



ひとと鳥たちが信じ合えば、こんな世界が現実となる 



ひ
と
が
や
す
め
ば
、 

鳥
も
や
す
む
。 





生きものが土を創る 



氷の中でも生きて
いるイトミミズ 





Typical Satoyama in Tohoku (Bird's-eye view from KAGOBO) 



すべての生きものが豊かに暮らすことのできる SATOYAMA 



Devastated Rice Paddies 



南三陸町志津川小森熊田の津波直後の水田の様子（2011年5月15日撮影） 



田んぼの土壌構造を壊さないように慎重な手作業による瓦礫の片付けを行う（2011年5月） 



2010年5月 

2011年4月28日（復元前） 2011年8月25日（復元後） 

2010年10月 

気仙沼本吉町大谷のふゆみずたんぼによる脱抑成功例 







普段田んぼに触れていない学生たちも 
田んぼの生きものの復元のための調査結果に驚きの様子が見られた 



 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

Citizen-Involved Ecosystem Monitoring 



8月16日 

11月26日 
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元屋敷浜 

津波被災水田の市民ボランテイアによる 
水生生物の調査結果 
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2011 04--06 38 1 4 1 1 5 0 2 2 11

2012 04--06 34 3 4 1 5 4 1 1 2 12

出現
種数 

分類群 

３．１１直後に水を入れた気仙沼大谷に於ける『ふゆみずたんぼ』の 

４月~６月までの動物相の生息種数の２年間の変化（２０１１年~２０１２年） 





田尻地域の田んぼの生きもの調査による出現種の４年間の推移 

H21 H22 H23 H24

山村氏水田 56 38 45 48

千葉氏水田 57 39 30 60

久保氏水田 57 47 55

全体 76 85 64 93
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寒風沢島に穂仁王（ほんにょ）が復活した。 



収穫した稲の茎の太さの違い： 
無施肥・無農薬ふゆみずたんぼと化学肥料・殺菌剤使用特別栽培 
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尤度比検定： 
X2 = 77.53 

df = 1 

P < 0.0001 

茎
直
径

(m
) 

寒風沢島に於ける農法別茎直径の違い 
無施肥・無農薬ふゆみずたんぼと減化学肥料・殺菌剤使用 



寒風沢島の津波被害を受けた田んぼのふゆみずたぼによる抑塩 
津波により被災した田んぼの土壌の回復に関する調査（ＮＰＯ法人田んぼ） 
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寒風沢島上桃和田作土層の塩分濃度の変化（単位psu) 



寒風沢島桃和田地区の脱塩工事と上流側に設置した人口溜池（2012年4月） 
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脱塩工事
期間 

上桃和田脱塩工事事業前と事業後の塩分濃度の月別変化 
津波により被災した田んぼの土壌の回復に関する調査（ＮＰＯ法人田んぼ） 

         

psu 



圃場全体に塩害を起こした寒風沢島上桃和田の脱塩工事を行った水田 



田んぼの土壌構造を壊さないように人間の力を使って復興するボランテイアたち 
作土層・鋤床層・硬盤層をできるだけ守ることが田んぼの復興にとって最も大切なこと 





ふゆみずたんぼで健全に育つ 
寒風沢前浜の水田（2012年10月6日撮影） 



消えてしまおうとしている縄づかいの技術の復活 







C=Ｂ    Confidence equal Brand 
 





   Eco village 
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  The community which enhance the activities of human and nature, fauna and flora. 

織 

ササニシキ 

湧水 

雨水 

粘土 

トライク・電動軽トラック 

トエクセルギー・ハウス 

Mg Ca 合金電池 

http://www.kaigaranotonyasan.com/SHOP/sango25.html


防風・通風・遮熱・蓄熱
に関わる生垣や石垣 

縁側・縁台・祈りの場な
どの屋外暮らし 

湿気をぬく竹土下地赤瓦・
風が通る天井裏・床下 

窓のない開放的な半屋外暮らし、風
を導く竹の床、表座裏座という特色 

雨水・井戸の水の 

使い分け利用 

かつてあった 

豚小屋兼トイレ 

素材 作り方 快適性 

 暮し方 

「人のいとなみ + 自然のいとなみ + 生きもののいとなみ 

 を生かした、これからも進化しつづける民家」 のようだ 

近代に入ってからはやった民家 

豊富な寒風沢素材もｺﾝｸﾘｰﾄも 

対等に使ってきている 

防風･耐震化等進化する民家 

多い部材再利用・移築・再築 

自分で・皆でつくるｾﾙﾌﾋﾞﾙﾄﾞ 
作り方の継承が今なら可能 

工業製品よりも快適なつくり 

持続可能な快適性 

冬寒い問題点 

 

■屋外暮らし・半屋外暮らし・開放的な暮らし 

■皆で子供を育てられる環境 

■朽ちてゆく暮らしから転換する知恵 

  を育てなければならない 

■暮らしによって歴史文化をつなぐ 

■自然・人・生きもののいとなみを大切にしている 

１．民家は・・・・ 

地域にふさわしい独自の民家再生手法がありそうだ 

赤瓦に替わる屋根になりつつ 
土 

珊瑚漆喰 

竹・黒ﾂｸﾞ 

ｲﾇﾏｷ 

ｱﾀﾞﾝ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

草葺屋根 

板壁 

赤瓦屋根 

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 

ｺﾝｸﾘｰﾄ屋根 

1890年 1950年 現在 

与那国の民家 工業製品 

軒に使うイヌマキは 

自分の畑で 

育てていた 

古いかわらを 

集めておいて 

使った 

柱や梁は島外からも含め
移築や再利用が盛んだっ
た 



場所 トキの森公園 

   トキの声 タァータァー  
    トランペットの音みたい 

佐渡市加茂小学校５年製 G.K君の作品  

音マップ 



国連(UN)・国際自然保護連合(IUCN)などと連携し、 
国際的な会議でメッセージを発信 

第3回国連防災世界会議 

第12回生物多様性条約締約国 

 会議（COP12）韓国 

アジア自然公園会議 in Sendai 

第11回生物多様性条約締約国 

会議（COP12） 

2012年１０月 

2013年１１月 

2014年１０月 

２０１５年１０月 

仙台市で誘致活動中！ 

会場で震災後の仙台海浜の映像を上映！ 

ESD最終年度会議 名古屋 

2014年１１月 


